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ナ
ス
バ（
独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
）で
は
、自
動
車

事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
を

支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

▼
介
護
料
の
支
給
／
自
動
車
事

故
が
原
因
で
、
脳
、
脊
髄
・
胸
腹
部

臓
器
を
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
り
、
常
時
ま

た
は
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方
に

対
し
、介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

※
介
護
保
険
、労
災
保
険
の
介
護
（
補
償
）

給
付
等
と
併
給
不
可

▼
重
度
後
遺
障
害
者
の
た
め
の

専
門
病
院
／
自
動
車
事
故
に
よ
る

重
度
後
遺
障
害
者
（
遷
延
性
意
識

障
害
者
）の
た
め
の
専
門
病
院（
療

護
施
設
）を
全
国
12
カ
所
で
運
営
。

▼
交
通
遺
児
等
貸
付
／
自
動
車

事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度
後

遺
障
害
者
と
な
っ
た
方
の
お
子
さ

ま
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の

生
活
資
金
の
無
利
子
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
自
動
車
事
故
に
あ
っ
て
、
相
談

先
に
お
困
り
の
方
へ
／
上
記
の
制

度
も
含
め
、
各
種
無
料
で
相
談
で

き
る
窓
口「
ナ
ス
バ（
N
A
S
V
A
）

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　　

☎
0
5
7
0
ー
0
0
0
7
3
8

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

■
問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対

策
機
構（
高
知
支
所
）

　　

☎
0
8
8
ー
8
3
1
ー
1
8
1
7

　
　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、事

業
主
の
方
々
が
従
事
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、そ
の

従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き

に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退

職
金
制
度
で
す
。

■
制
度
の
特
徴

掛
金
は
、税
法
上

に
つ
い
て
法
人
で
は
損
金
、個
人
企

業
で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。掛

金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
、雇
用
事

業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

▼
事
業
主
の
方
々
へ

　　

共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ

て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

従
事
者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と

き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求

す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
労
働
者
の
方
々
へ

　
　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

て
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し

た
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
退
職

金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

　　

☎
0
3
ー
6
7
3
1
ー
2
8
8
9

　
　

免
許
更
新
等
の
申
請
手
続
き

は
、「
申
請
自
動
受
付
機
」と
い
う

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
端
末
で
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

　
　

免
許
証
を
読
み
取
る
こ
と
で
申

請
書
を
自
動
で
作
成
し
ま
す
の
で
、

書
類
作
成
の
負
担
軽
減
や
所
要
時

間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　　

県
内
の
免
許
更
新
を
受
け
付
け

し
て
い
る
警
察
署
お
よ
び
分
庁
舎

で
あ
れ
ば
、ど
こ
で
も
免
許
更
新
の

受
け
付
け
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
免
許
更
新
の
申
請

先
は
、免
許
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
住
所

地
を
管
轄
す
る
警
察
署
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
管
轄
外
の
警
察
署
で

も
更
新
申
請
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
免
許
更
新
の
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
な
い
、
高
知
、
高
知

南
、
高
知
東
署
お
よ
び
い
の
警
察

庁
舎
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
更
新

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美
☎
55
ー
0
1
1
0
）

　　

110
番
は
、事
件
・
事
故
に
遭
っ
た
、

あ
る
い
は
見
た
、知
っ
た
等
を
緊
急

に
警
察
へ
通
報
す
る「
緊
急
電
話
」

で
す
。

　　

皆
さ
ん
の
生
命
、身
体
、財
産
を

守
る
た
め
、
緊
急
の
事
件
・
事
故
に

関
す
る
情
報
は
、た
め
ら
わ
ず
積
極

的
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
110
番
す

る
時
に
は
、
運
転
中
は
必
ず
車
両

を
停
止
し
、
歩
行
中
は
立
ち
止

ま
っ
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
110
番
の
か
け
方

　　

次
の
こ
と
を
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く

り
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●

何
が
…
何
が
あ
っ
た
か

●

い
つ
…
発
生
時
間

●

ど
こ
で
…
市
町
村
名
・
目
標
物
等

●

ケ
ガ
は
…
ケ
ガ
の
状
態
、救
急
車

の
手
配
等

●

犯
人
は
…
何
人
・
人
相
・
性
別
・

服
装
・
特
徴
等

●

何
で
・
ど
ち
ら
に
逃
げ
た
…
逃

げ
た
手
段
・
方
向

●

あ
な
た
…
住
所
・
名
前
・
電
話
番

号
・
関
係
等

※「
い
た
ず
ら
電
話
」は
重
要
な
緊
急
電
話

の
障
害
と
な
る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い

（
香
南
地
区
地
域

安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
長
田
麻
紀

☎
55
ー
0
1
1
0
）

希
望
は
、
若
い
人
や
、
50
、
40
歳
代
の
人
の
再
就
職
先
や
、
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
情
報
と
か
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
頂
け
た
ら
な
ぁ
と
も
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

市のうごき　（Ｒ5.11.30現在） 〔　 〕は昨年同月対比

■人口／32,902人 

　　（男／15,998人 女／16,904人）

■世帯／15,568戸

■出生／12人  　■死亡／48人

■転入／114人 ■転出／67人

■対前月人口比／11人増

１１月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

1件〔1件減〕

175件〔18件増〕

　
　

ご
存
じ
で
す
か
？
自
動
車

　
　

事
故
被
害
者
救
済
制
度

O
その他その他

o t h e r s

　

令
和
６
年
１
月
４
日
か
ら
更
新

手
続
き
等
が
変
更
さ
れ
ま
す

　
　
　
　

１
月
１０
日
は

　
　
　

『
１１０
番
の
日
』
で
す
！

林
業
退
職
金
共
済
制
度

▼届け出に必要なもの

● 交通事故の場合は「事故証明書」

●「国保被保険者証」「印かん」

●「第三者行為による傷病届」

※市役所窓口またはホームページからもダウンロード可

▼次のような場合、国保は使えません

● 業務上や飲酒運転・無免許運転による負傷の場合

●届け出をする前に加害者と示談をしていた場合

●加害者から既に治療費全額を受け取っている場合

● 問い合わせ ● 市役所市民保険課☎５７－８５０６

加害者側と示談をする前に、

国保の窓口にご相談ください。示談

が成立すると、場合によっては加害者

側へ医療費の請求ができなくなり、国保を使用

して治療を受けられなくなることがあります。

示談の前には

相談を!

交通事故や傷害事件な

どでけがをした場合の治

療費は、本来、加害者（第

三者といいます）が負担する

べきものですが、届け出をすることで、国保を使って治療を受

けることができます。この場合、香南市国保が一時的に医療

費の立替払いを行い、あとから加害者に費用を請求します。

第
三
者
に

　
　
　

代
わ
っ
て
支
払
い

第
三
者
に

　
　
　

代
わ
っ
て
支
払
い

支払い支払い
請求請求

届け出届け出

治療を受ける

被保険者

医療機関

被

加害者（第三者）

香南市（国保）

中退共の退職金制度

１

C H U T A I K Y O

中小企業退職金共済制度なら

外部積立型でラクラク管理！２

掛金は全額非課税でオトク！３

（独）勤労者退職金共済機構　　　　　　
中小企業退職金共済事業本部
☎

▼詳しくはホームページ
　　をご覧ください。

中退共 検索

度

パートさんや
家族従業員も
加入できます!

国の退職金制度！

第三者の

行為が原
因で国保

を使って
治療する

時には届
け出を！

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

サ
ン
ジ
ャ
ク
は
嘴
と
足
が
赤
く
、

白
と
青
と
黒
の
羽
毛
を
し
た
全
長

が
68
㎝
と
大
き
く
美
し
い
鳥
で
す
。

愛
媛
県
が
大
規
模

リ
ゾ
ー
ト
施
設
で
飼

育
展
示
す
る
た
め
に

中
国
大
陸
か
ら
輸
入

し
て
宇
和
島
市
で
飼

育
し
て
い
た
の
で
す

が
、１
９
９
５
年
９
月

ま
で
に
全
部
が
逃
げ
出
し
て
野
生

化
し
、繁
殖
し
な
が
ら
四
国
各
地
に

分
布
を
広
げ
て
い
る
こ
と
を
私
た

ち
は
４
年
前
に
知
っ
て
、
驚
い
て
実

態
の
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

香
南
市
で
は
、２
０
２
２
年
秋
頃

か
ら
、み
ど
り
の
団
地
や
山
北
ミ
カ

ン
の
農
家
か
ら
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

輸
入
さ
れ
る
な
ど
し
て

外
国
か
ら
人
為
的
に
持
ち

込
ま
れ
た
生
き
物
は
外
来

種
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
鳥
類
で

は
、
四
国
内
に
は
コ
ジ
ュ
ケ
イ
、ソ

ウ
シ
チ
ョ
ウ
、ヒ
ゲ
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
が

生
息
し
て
い
ま
す
。

　
　

サ
ン
ジ
ャ
ク
が
従
来
の
外
来
種

と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
柿
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
果
物
も
食
べ
る

の
で
す
が
、
肉
食
性
が
非
常
に
強

く
、
ト
カ
ゲ
、
バ
ッ
タ
な
ど
の
小
動

物
だ
け
で
な
く
、自
分
よ
り
体
の
小

さ
な
メ
ジ
ロ
、オ
オ
ル
リ
、シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
な
ど
の
小
鳥
類
を
も
捕
食
し

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
在
来
種
の
生

物
を
絶
滅
さ
せ
る
ほ
ど
の
影
響
力

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
侵
略
的
な
外

来
種
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　　
こ
れ
ま
で
は
、目
視
に
よ

る
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
人
間
の
姿
を
見
る

と
す
ぐ
に
森
の
木
立
に
姿

を
隠
し
て
し
ま
う
習
性
の

た
め
、
令
和
６
年
か
ら
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や

電
波
発
信
機
を
活
用
し
た
調
査
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
調
査
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　　　

公
益
社
団
法
人　

生
態
系

　　　　　

ト
ラ
ス
ト
協
会　

中
村
滝
男

サ
ン
ジ
ャ
ク

撮影：吉岡孝文

P
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police station

く
ち
ば
し
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